
例年の二月は、一年の中で最も寒さを実感しながら生活する時期で、例えば、起床時に５℃くらいまでに冷え

込んだ洗面台で、凍るような冷水で顔を洗う時は、少し辛い気持ちになります。今年は暖冬の影響で、先月まで

は厳しい冷え込みが少なく、少し厚着をすれば、快適にすごせていました。これから寒さが厳しくなる時期を迎

えますので、皆様、体調に気をつけながら、真冬の時期を乗り切ってください。こんにちは、院長の喜多です。 

 先月末に、我家の愛犬で 14 歳の老犬が、夜突然に、よろめきながら歩いたり、眼球が動いたまま顔を何度も

横に振ったり、グルグルと円を描くよう回り出して、眠れない、食欲がない状態になり、翌朝に、かかりつけの

動物病院を受診しました。獣医の先生のお話しによると、同じような行動を起こした犬が、数日の内に３匹いた

そうです。診断の結果、これらの症状の原因は、脳の異常ではなくて、急な気象変化（気温や湿度、気圧などの変

化）が、内耳にあるバランス感覚に関わる器官（三半規管など）に影響して、バランスが取れなくなることで起

こる「前庭疾患」と言う疾患だそうです。この症状は、突発的に起こることが多く、その場合は、「突発性前庭疾

患」と言い、高齢犬で起こりやすいそうです。愛犬は家の中で生活していますが、昔の外で飼われていた犬では、

寒い冬にこの前庭疾患がよく起こっていたそうです。後で気象データを調べたところ、愛犬の症状が現れた日は、

前日の晴天から雨に天気が変わるタイミングで、気圧が約―10hPa、湿度が約＋30％（当日は 90％以上）、最

低気温が約＋4.5℃の変化があり、犬の体調に影響したようです。約一週間で愛犬は無事に回復しました。 

 気温、湿度、気圧などの気象変化によって、ヒトの心身が不調になることを、「気象病」と言うそうです。不調

が出やすくなる気象変化の目安は、気圧差で６hPa 以上、気温差で７℃以上、湿度 75％以上だそうで、影響が

大きい順番は、気圧差＞気温差＞湿度とされ、気圧差は、雨が降る前や降った後、台風や大雨（大型の低気圧）が

発生した時に大きくなり、特に、気圧の低下時に不調を感じる人の割合が多いようです。これまでは、簡単な温

湿度計を見て暮らしていましたが、気圧を含めた気象変化がわかるデジタル式の温湿度計を新たに購入して、気

温の変化、湿度の変化、気圧の変化の数値表示や、体調不良の注意や警告の表示も見ながら参考にしています。 
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